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あとがき
　今月号の特集テーマの意義は，腎臓が中心に働く

「全身性（腎外性）/腎内因子による細胞外液（ECF）
量調節機構」を知っていただくことにある。約 1 世
紀前，W.B. Cannon（1871-1945）は，米軍将校（仏
駐留，医師）として従軍した第一次世界大戦での負
傷兵治療の経験から，「血圧と体液量（より正確に
は ECF 量）の維持・調節は表裏一体」と気づいて
いた（Traumatic Shock, 1919；1923）。帰国後，“内
部環境の自律的向上性”（C. Bernard, 1865）をわか
りやすく例示し，“ホメオスタシス”（1932）として世
に広めた。しかし，19 世紀末に発見された Renin＊（ウ
サギ-腎皮質抽出物，昇圧作用）が，「RAS（血圧調
節）と RAAS（体液量調節）の共通シグナル起点」
になっていることに気づいていない（→序文：引用
文献 a-c，略称：ECF，RAS，RAAS，ASDN，ANG 
II，Aldo＊＊なども）。
　本号の随所で，高血圧と体液貯留（心不全，浮腫）
の制御システム：RAS，RAAS が解説されている

（池杉・猪又，渡邉ほか，北田・藤澤，長浜など）。
このシグナル中心に位置する Ang II（1950 年代同
定）の “予期せぬ生理作用” を示すa, b）（感度順）：①
近位尿細管（PT）の溶液輸送促進，②糸球体濾過
量確保（輸出細動脈の収縮），③ 副腎皮質からの
Aldo 産生・放出促進。④の血圧上昇は（薬理作用
に近い）。これらは画期的な Microdissection 単離尿
細管法（Burg MB, 1966）の開発・導入により ASDN/
その他尿細管の生理・病態生理作用と機能的役割が
明らかにされた結果だ（1970-80 年代）ここで，「K
摂取による PT の溶液輸送（Na 再吸収）抑制」を，
微小穿刺法（単離尿細管法以前の技術）で証明した
論文c）を紹介する。SGLT2 阻害薬による浸透圧利尿
と腎保護効果（TGF：tubuloglomerular feedback の
回復）を “深掘り” するために，是非の一読をお薦め
したい。

＊ R. Tigerstedt （1853-1923）：ウサギ昇圧実験（学会発
表 1887 at Moscow，論文 1898）

＊＊ T. Reichstein （1897-1996）：副腎皮質ホルモン（Corti-
costerone など，1934-44，Aldosterone （Aldo），1953）
の同定・命名。1950 年 Nobel 生理・医学賞。

文献（a 〜 c）は，本号（序文）の末尾に記載
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